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・ 2012年12月のユーロ圏の失業率は11.7％と改定後の前月（改定前は過去最悪の11.8％）から横ばいに

とどまった。支援協議が難航するキプロス（前月：14.2％→今月：14.7％）、非効率な労働市場が問

題視され改革に乗り出したフランス（10.5％→10.6％）、緊縮強化で景気悪化が進むポルトガル

（16.3％→16.5％）が前月から上昇した一方、スペイン（26.2％→26.1％）、アイルランド（14.7％

→14.7％）、イタリア（11.2％→11.2％）など他の財政不安国では上昇が一服した。ギリシャの直近

値は昨年10月の26.8％で、スペインを上回りユーロ圏で最も失業率の高い国となった。 

・ １月31日に発表されたドイツの１月の失業率（前述のＥＵ統一基準とは集計方法が異なり、水準を比

較することはできない）は6.8％と前月から0.1％ポイント低下した。失業率は昨年前半を通じて東西

ドイツ統一後の最低水準である6.8％で推移してきたが、４月以降に失業者数が前月差で増加に転じ、

10月以降は失業率も6.9％に上昇していた。今月は４ヶ月振りに20年来の最低水準に低下した。 

・ 輸出減速を起点に一時的に停滞していたドイツ景気も、ＰＭＩ指数やＩｆｏ企業景況感指数などマイ

ンド指標全般に底打ちの兆しが広がっている。ただ、データ発表のラグもあり、これまでのところ景

気回復の証拠をハードデータで確認することは出来なかった。今回の失業率の低下からは、輸出減速

の影響が内需部門に波及する以前に、輸出が再浮上することが示唆される。 

■ユーロ圏：失業率と失業者数 ■ユーロ圏：主要国の失業率

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の失業率（統一基準、季調値）

2012
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ユーロ圏・失業率 11.0 11.2 11.3 11.4 11.4 11.5 11.6 11.7 11.7 11.7

失業者数（前月差、千人） 215 267 164 182 106 62 164 201 63 16
就業者数（前月差、千人） 299 -722 -116 23 824 -912 -120 159 475 121
労働力人口（前月差、千人） 514 -455 48 205 930 -850 44 360 538 137

ドイツ・失業率 5.6 5.5 5.5 5.5 5.5 5.4 5.4 5.4 5.3 5.3
フランス・失業率 10.1 10.1 10.2 10.3 10.3 10.3 10.3 10.4 10.5 10.6
スペイン・失業率 24.1 24.5 24.8 25.0 25.3 25.5 25.7 26.0 26.2 26.1

注：労働力人口と就業者数は公表数値を基に筆者が計算。季節調整や小数点桁数の関係で正確な数値ではない。
出所：Eurostat  


